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行動変動性の 分化強化 とその消去

　　　　　　　　　 山岸直基

　　　　　　　 駒 沢大学 文学部

　行動 の 変動性 は様 々 な環 境の 変化に影 響を受け

る こ とが知 られて い る 。 こ れ まで 人間を被験対象 と

して 消去 （Schwartz，1982）や特定 の強化 ス ケ ジ ュ

ール （山岸、1998） に よリ行動の変動性を増加 させ

る試みが なされて き た 。 本研究で は変動的な反 応 と

変動 的でな い 反 応をそれ ぞれ異 な っ た弁別刺激 の

も と で 分化強．化 す る多元 強化 ス ケ ジ ュ
ール に よ り

行動 の変動性が刺激性制御の 影響を受ける の か、も

し影響 を受 ける の であれ ば、弁別的反 応がそ の 後消

去 手続 き に さ らされ る こ と に よ りど の よ うに変化

する の か の 2 点に つ い て調 べ た 。

　　　　　　　　　 方　法

【被験者〕大 学生 8 名

【装置 〕実験 の 実行およびデー
タ の 記録に は パ ーソ

ナ ル コ ン ピ ュ
ー

タ NEC9801R × を使用 した 。 そ して

マ ウ ス に つ い た 2 つ の ボ タ ン を反 応 用 装置 と した。

画面 は 、 得点を示すカ ウ ンター、得点 ラ ン プ、反応

表示粋に よ っ て 構成され て い た。反 応表示枠 は以下

に 示 す条件の 変化に伴 っ て赤 ・青の 2種類の色で 表

示 された 。 そ して 、 マ ウ ス の どち らか の ボ タ ン （た

とえば右）を押す と反応表示枠内の それに対応す る

位 置 （右側） に、反応が入力され た こ とを示す四角

形が 現れ、ボタ ン を は なすと四 角形 も消え た。

【手続き】1　20cm 　×　225cm の 部屋 に コ ン ピ ュ
ータ

が 設 置 さ れ 、被 験 者に は そ の 前 に 置かれ た椅子 に座

っ て もら っ た 。 マ ウ ス に つ い た左右 2 つ のボタ ン を

4 回押す と、ある ときは 得 点 で きた りまたある とき

は得点で きない こ とが あるこ と、で きるだけ多 く得

点するこ とを教示 し実験を始めた 。

　 実験は 分化強化フ ェ イ ズ と消去 フ ェ イ ズ の 2 っ

によ リ構成されて い た 。 各試行は マ ウ ス の ボ タン に

対す る 4 回 の 反応で 構成され 、連続する 50 試行が

1 つ の コ ン ポ
ー

ネ ン ト （反応表示枠が 青あるい は 赤

の コ ン ポーネ ン ト）を構成 し、青の コ ン ポー
ネ ン ト

と赤 の コ ンポ ーネ ン トそれ ぞ れ 1 回ずつ に よ リ 1

セ ッ シ ョ ン が 構成 され て い た 。 こ の と き、青の コ ン

ポーネ ン トと赤 の コ ン ポーネ ン トの セ ッ シ ョ ン 内

の 順序は各 被験者 ご とに固定 し、被験者間で カ ウ ン

ターバ ラ ン ス をと っ た。

　分化強化フ ェ イズ　反応表示枠が 青の ときは 、生

起 し た系列反応 （マ ウス の ボ タ ン に対す る 4 回 の 反

応）が、直前の 5試行で 出現 した系列反応す べ て と

異 な っ て い る ときに の み得点が与え られた （異反応

分化強 化手続き）。反応表示枠が赤の とき に は、生

起 した系列反応が 直前の 5 試行で 出現 した系列反

応 の どれか 1 つ と同 じ場合に 得 点が 与え られ た （同

反応分化強化手続 き） 。 次の フ ェ イズ へ の移行条件

は 、9 セ ッ シ ョ ン が経過す るま で は 最終 2 セ ッ シ ョ

ン にお い て 連 続 して 両 コ ン ポーネ ン トに お い て

90％ （45 試行）以上得点す る こ と、10 セ ッ シ ョ ン

以降は、最終 3 セ ッ シ ョ ン における各 コ ンポーネン

トの平均得点が 80％以上 で あ リ、か つ そ の うちの 2

つ の データ ポ イ ン トに お い て 90％ 以上得点 して い

るこ ととした 。

　 消去 フ ェ イ ズ 　分 化強化 フ ェ イ ズ に おけ る移 行

基準をみた した場合に こ の フ ェ イズを行 っ た 。 こ の

フ ェ イ ズ で は 、反応表示枠 が 青 ・赤の 両 コ ン ポ ーネ

ン トにおい て、ど の ような反 応が生起 して も得点が

与え られなか っ た （消去手続き） 。 そ し て 、少 な く

とも 5 セ ッ シ ョ ン 以上行 っ た。

　　　　　　結　果　 と　 考　察

　 図 1 は全 被験 者の 2 つ の フ ェ イ ズ に お ける U 値

　（Miller＆Frick，1949； 山岸，1998） と分化強化フ ェ

イズ に お ける得 点数の推移を各セ ッ シ ョ ン ご とに

示 したもの である 。 U 値は行動の 変動性 （よ り正 確

に は等確率性） を示す指標の 1 つ で あ る 。

　 分化強化 フ ェ イ ズ に お い て 移行基準 を満 た した

被 験者は 8人 中 6 人 だ っ た （被験者 1〜 6 ） 。 こ れ

によ り、行動 の 変動性が異反応分化強化手続きに よ

リ増加 し同反応 分化 強化手続 き に よ っ て減少する

こ と、さらに は こ の 2つ の 分化 強化 手続きによ っ て

弁別的に制御され る こ とが確認 された 。 異反応分化

強化手続き に よ っ て ∪ 値が 増 加す る と い う結果 は

山岸 （1998）の結果 と
一

致 する 。 な お、得点率 をも

と に移行基準を 決 め た の で 、基準を満たす反応 と U

値と い う指標の も とで の 分化 とが対応 して い な い

ケ ース もあっ た （被 験者 6 、被験者 7 ）。

　 消去 フ ェ イズ で はそれまで青い粋の も とで 異反
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図 1　 各被験者 に お け る U 値 と得 点 数 の 推移
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応分化強 化手続 きに さらされ ∪値が 高か っ た反応

は その まま高い U 値が維持 さ れ 、赤い 枠 の もと で同

反 応分化強化手続き にさ らされ U 値が 低か っ た反

応 は、消去 フ ェ イ ズ に 移 っ た直後 に U 幢が急激 な増

加 を示 した 。 こ の結果は Schwartz （1982 ）に お い

て 、連 続強化手続 きに よ っ て 定型 的にな っ た反応が、

そ の 後 の 消去 に よ リ変動 性 を増加させ た とい う結

果 と類似 して い る 。

　本研究に お い て はさら に 、異 反応分化強化手続 き

によ っ て得 られた高い変動 性 と消去手続きによ っ

て引 き起 こ され た高い 変動性 と の 間 に何等か の 違

い が ある の か とい う点 に つ いて の 分析 も必要 で あ

ろう 。
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